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1．緒言 

この研究を始めようと考えたきっかけ

は，人気が高く競技人口の多いサッカーか

ら発展途上であるフットサルへの競技者

の移動に興味を持ったためである． 

部活動でのチームメイトの大半も高校

までサッカーを経験し，大学でフットサル

部に入部した者が多い．そこでなぜ大学か

ら新しい競技に移動するのかと疑問に思

ったからである．また，新しい競技に対し

てどのような点に戸惑い，あるいは興味を

持ったかについても疑問に感じた． 

2．研究方法 

 本研究の調査対象は，本学のフットサル

部に所属しているサッカーとフットサル

両競技を経験したことのある約 20 名の学

生競技者にアンケートを実施した． 

3．結果と考察 

   競技移動の理由としては，「フットサル

の競技特性に魅力を感じた」とういう回答

が多かった．サッカーとは違った競技特性

に興味を持つ選手が多く見られた．また，

実際にフットサルを経験してから，サッカ

ーよりフットサルの方が楽しいと感じる

選手が多く見られた．また，フットサルは

少人数，小スペースで気軽に楽しめるとい

う環境面の利点もあるが，今回の調査では，

むしろフットサルの競技特性そのものに

惹かれて取り組んでいるプレーヤーが多

かった.また，今後も続けたいとする回答

が大半であった. 

 

図１, 競技移動の理由 

 

4．まとめ 

 フットサルへの競技移動の理由の一つ

として，気軽に楽しめるから始めたという

人も見受けられた．だが、本学のフットサ

ル部員へのアンケートでは、技術を向上さ

せたい，競技そのものが面白いという回答

が一番多く見られた．本気でフットサルに

取り組みたい、上のレベルでフットサルを

したい，という前向きな姿勢が強く感じる

ことが出来た．また，7割の選手がこれか

らもサッカーよりフットサルを続けたい

と回答した．これもフットサルの競技特性

そのものに魅力を感じたためと思われる．

学生の間だけでなく，卒業してからもフッ

トサルに関わっていきたいと考えている

選手が多かった． 
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